　　避難訓練
　これまで災害訓練としては主に火災を想定して行ってきました。近年、局地的豪雨や線状降水帯等の長雨、規模の大きい台風等風水害が顕著になってきており、風水害への避難訓練を取り入れていっているところです。
火災訓練においては、出火想定場所、避難経路、集合場所、避難時の注意点を事前に確認して実施しています。出火想定場所を変えることでその都度避難方法が変わりますが、回数を重ねることで火災発生時に自然と避難行動がとれるように取り組んでいます。
また風水害については、各グループホームの立地条件により想定される避難方法が異なります。避難所までに災害が予想されるところは垂直避難訓練を実施、早い段階で避難所への移動が必要なところは避難所の位置と移動経路を入居者、世話人と共に確認しています。実際の場所確認を兼ねて、防災さんぽにも出かける予定です。
今回の台風１０号において、もしもの時を想定し、かつ今後の課題が見つかるのではと考え、夜間に各避難所を巡ってみました。同じ避難所でも仕切り版や空調、照明等細かい点で違いがあることが分かりました。避難所へ移る際、災害用品を持参する為の労力や移動を考えると日頃の備えの大事さを改めて感じています。
